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これまでプラザは行政セクターとボランタリーセクターの仲人役を担ってきましたが、今後は企業セクターとの仲人が

重要になると思われます。そこで、今回は新しく始まった活動資源マッチングシステムをご紹介します。企業市民と草の

根市民活動の間に、いい関係が生まれるきっかけづくりを目指す試みです。 

特　集 

企業とNPOの新たな協働を目指して 
　～活動資源マッチングシステムの構築～ 
紹介します！ボラセンの取り組み 
「香美町ボランティアセンター」 

クローズアップ！助成団体 
「特定非営利活動法人　愛逢」 

「特定非営利活動法人 
  アップストリーム障がい者支援センター」 

広がれ! ボランタリーネットワーク 
「『高校生』と『地場産業者』のいい関係」 

広がれ! V-NET 

連載　NPOワンポイントアドバイス 
「NPOのマネジメント」 

やってみよう☆情報発信～コラボネット～ 
｢『コラボNEWS』って知ってる？｣ 

プラザ通信 
「NPOパワーアップ事業助成」 
「NPO活動応援貸付　2次募集のご案内」etc.
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企業とNPOの新たな協働を目指して 
 ～活動資源マッチングシステムの構築～ 

NPOパワーアップ事業助成 NPOパワーアップ事業助成 

NPO活動応援貸付　2次募集のご案内 NPO活動応援貸付　2次募集のご案内 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
り
巻
く
現
状
 

   兵
庫
県
内
に
は
、
現
在
、
5
4
0
0
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
県
社
協
登

録
・
把
握
分
）
と
、
１
0
0
0
を
超
え
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
岐
に
わ
た
る
草
の
根
活
動
を

各
地
で
展
開
し
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

福
祉
の
領
域
で
の
活
動
が
中
心
で
し
た
が
、

震
災
以
後
は
環
境
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
、
国
際
理
解
な
ど
市
民
生
活
全
般
に

わ
た
っ
て
活
動
分
野
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
《
厳
し
い
財
政
状
況
》
 

こ
れ
ら
団
体
の
収
入
規
模
を
み
る
と
、
年

間
30
万
円
未
満
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
6
割
以
上
を
占
め
、
（
平
成
16
年
度
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
実
態
調
査
‥ 
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
　
以
下
「
H
V
P
」
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
5
割
以
上
が
５
０
０
万
円
未

満
（
平
成
15
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
‥ 
H
V
P
）
と
い
う
状
況
で
、
ど
の
団
体

も
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
す
。
 

し
か
し
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
ま
と
め

た
「
平
成
16
年
度
市
民
活
動
団
体
基
本
調
査
」

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
任
意
団
体
を
合
わ

せ
た
全
体
の
７
割
が
５
０
０
万
円
未
満
で
、

兵
庫
県
内
の
団
体
は
、
ま
だ
資
金
面
で
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
の
理
由
は
と
も

か
く
、
新
し
い
「
公
」
領
域
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ク
タ
ー
を
財
政
的
に
支
え
る
た
め
の
恒
常

的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
公
共
政
策
の
転
換
を
試
み
る
旧

社
会
主
義
国
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
所

得
税
の
１
％
を
納
税
者
が
、
自
分
の
選
択
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
附
で
き
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
平
成
８
年
に
創

設
さ
れ
、
納
税
者
の
40
％
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄

附
を
望
み
、
そ
の
額
は
、
年
間
20
億
円
に
上

っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
米
国
で
は
、
平
成
13
年
度
の
寄
付

総
額
が
28
兆
円
を
超
え
、
日
本
の
60
倍
以
上

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
個
人
の
寄
付
が

３
／
４
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
驚
き
で
す
。
 

よ
う
や
く
、
我
が
国
で
も
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
千
葉
県
市
川
市
で
、
住
民
税
の
１
％

を
登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
市
民
が
寄
附
で
き

る
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
平
成
18
年
４
月

に
は
税
制
改
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
2
万
７

千
を
超
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
う
ち
、
認
証
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
40
に
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
を
併
せ
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
発
展
・
拡
大
に
は
、
こ
う
し

た
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
、
市
民
自
身
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
を
支
え
る
寄
附
文
化
の
醸
成
が
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
《
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
普
及
》
 

前
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

1
9
9
0
年
代
か
ら
世
界
的
に
広
ま
っ
て
き

て
い
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が
、

日
本
社
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
６
割
を
超
え
て

お
り
（
企
業
の
地
域
活
動
と
N
P
O
と
の
連

携
に
関
す
る
実
態
調
査
研
究
　
2
0
0
6
年
・

3
月
　
中
間
報
告
‥ 
H
V
P
）
、
現
在
、
取

り
組
ん
で
い
な
い
企
業
で
も
検
討
中
の
と
こ

ろ
が
多
く
、
よ
り
一
層
の
広
が
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

本
来
、
企
業
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
利

潤
を
求
め
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
と
い
う
原

理
の
も
と
に
行
動
し
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

は
、
本
業
に
お
け
る
自
然
環
境
に
配
慮
す
る

取
り
組
み
の
延
長
で
あ
り
、
同
時
に
存
続
し

て
い
く
上
で
の
社
会
的
責
任
を
担
う
こ
と
を

通
じ
て
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
、
そ
の
促
進
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
 

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
、
ひ
ょ
う
ご

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
と
ま
ち
の
活
性
化

に
向
け
て
、
先
駆
的
事
例
の
奨
励
を
通
じ
て
、

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
協
働
を
推
し
進
め

る
た
め
の
事
業
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
資

源
の
有
効
活
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
や
ま
ち
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
も
の
な
ど
様
々
で
す
が
、
組
織
原

理
の
違
う
企
業
と
N
P
O
と
の
連
携
・
協
働

は
、
相
互
の
活
性
化
に
向
け
て
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
全
国
的
に
も
数

少
な
く
、
「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
の
促
進
」

特 集  

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
を
目
指
し
て
 

　
　
　
〜
活
動
資
源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜 
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ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
資
源
 

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
は
 

 

 

１
 
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
営
 

 

活動資源マッチングシステムイメージ図（案） 

メンバー：趣旨に賛同した参画企業・NPO  
広報媒体：プラザホームページ、メールマガジン 

活動資源を提供する企業・NPO

活動資源の提供を受けるNPO・企業 

 　【企画委員会】 
●役割● 
・システム構築 
・関係機関連携 
●メンバー● 
・企業 
・中間支援組織 
・労働組合 
・行政 
・社協 
●事務局● 
・ボランタリープラザ 

　　 【運営委員会】 
●役割● 
・システム運営 
・マッチング調整 
・交流・ネットワークづくり 
・普及啓発　等 
●メンバー● 
・中間支援組織 
・NPO/VG 
・労働組合 
・社協 
・企業（業界団体含む） 
・行政 
●事務局● 
・NPO

に
は
、
協
働
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
事
例

の
普
及
啓
発
と
と
も
に
、
互
い
に
つ
な
が
る

た
め
の
仕
組
み
や
交
流
の
場
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
法
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
資

源
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
 

   企
業
・
労
働
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る

「
資
機
材
」
「
活
動
ス
ペ
ー
ス
」
「
人
材
」

「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
等
の
活
動
資
源
や
活
用
ニ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
支

援
層
を
増
や
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
基
盤
強
化

を
図
る
仕
組
み
で
す
。
 

例
え
ば
、
企
業
の
有
す
る
資
機
材
（
事
務

機
器
や
音
響
機
材
な
ど
）
や
集
会
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
提
供
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
効
活

用
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
企
業
の
イ

ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に
出
か
け
た

り
、
定
年
間
近
の
社
員
（
従
業
員
）
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
受
け
入
れ
す
る
な
ど
、
双
方
向
の
個
別

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

  シ
ス
テ
ム
が
、
継
続
的
に
機
能
し
て
い
く

た
め
に
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
協

力
し
た
い
„
思
い
“
を
持
つ
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
働
き
か
け
と
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
に
、
主
に
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を
担
当

す
る
「
企
画
委
員
会
」
と
、
シ
ス
テ
ム
運
営

の
実
践
・
交
流
を
担
う
「
運
営
委
員
会
」
を

設
け
、
こ
の
２
つ
の
組
織
が
車
の
両
輪
と
な

っ
て
試
行
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
 

 
《
企
画
委
員
会
》
 

企
画
委
員
会
（
委
員
長
‥ 
當
間
兵
庫
県
立

大
学
経
営
学
部
教
授
）
で
は
、
①
企
業
・
労

組
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
す
る
資
源
の
「
提
供
」
、

「
利
用
」
の
働
き
か
け
の
方
法
　
②
提
供
資

源
と
利
用
希
望
資
源
の
登
録
（
リ
ス
ト
化
）

方
法
 
③
提
供
資
源
・
利
用
希
望
資
源
の
マ

ッ
チ
ン
グ
方
法
 
④
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
普
及
啓
発
の
手
法
等
（
対
象
範
囲
、
時
期
、

普
及
媒
体
）
　
⑤
資
源
提
供
者
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
法
（
活
動
成
果
報
告
、
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
名
公
表
、
情
報
提
供
等
）
な
ど
、

仕
組
み
づ
く
り
や
運
営
に
つ
い
て
、
中
・
長

期
的
視
点
か
ら
基
本
的
事
項
を
企
画
・
検
討
、

調
整
を
行
い
ま
す
。
 
 

 〔
企
画
委
員
会
構
成
員
〕
 

●
企
業
・
労
使
団
体
の
代
表
‥
兵
庫
県
経
営
 
 

 
者
協
会
、
連
合
兵
庫
等
の
労
使
団
体
等
 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
‥
兵
庫
県
内
中
 

 
間
支
援
活
動
Ｎ
Ｐ
Ｏ
 

●
関
係
支
援
機
関
等
‥
兵
庫
県
内
市
町
社
会
 

 
福
祉
協
議
会
、
学
識
経
験
者
、
兵
庫
県
参
 

　
画
協
働
課
 

 
《
運
営
委
員
会
》
 

運
営
委
員
会
は
、
企
画
委
員
会
と
共
に
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
有
す
る
資
機
材
や
人
材
等

の
活
動
資
源
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
の
橋
渡
し
を
行
う
実
践
部
隊
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
 

（
役
割
は
）
 

①
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
企
画
・
実
施
の
直
接

的
な
関
わ
り
を
通
じ
た
課
題
検
証
と
円
滑
か

つ
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
提
案
 

②
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
の
輪
を
広
げ
、
„
人
と

人
“
„
組
織
と
組
織
“
の
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
の
検

討
と
実
践
　
 

③
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
促
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
基
盤
の
強

化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
機
会
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
づ
く
り
の
企
画
と
運
営
 

（
委
員
構
成
は
）
 

　
企
画
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
他
、
地
域
、
分

野
、
セ
ク
タ
ー
を
超
え
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
趣
旨
に
積
極
的
に
賛
同
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O
団
体
、
企
業
、
関
係
行
政
機
関

職
員
な
ど
、
20
人
規
模
で
構
成
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
事
務
局
機
能
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

テ
ム
の
普
及
性
や
継
続
性
を
よ
り
高
め
、
効

果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
の
ニ
ー
ズ
や
活
動
実
態
に
精
通
し
、
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創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

し
ま
す
。
 

   　
①
　
双
方
向
シ
ス
テ
ム
 

　
提
供
者
側
が
企
業
、
利
用
者
側
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
い
う
、
与
え
る
側
、
与
え
ら
れ
る
側
と
い

う
一
方
通
行
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
「
企

業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
関
係
」
を
築
く

た
め
、
企
業
等
が
有
す
る
資
機
材
・
人
材
等
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
有
す
る
専
門
的
人
材
等
に
つ
い
て
、

互
い
が
提
供
・
活
用
す
る
双
方
向
の
シ
ス
テ

ム
（
W
I
N
・
W
I
N
の
関
係
）
と
し
ま
す
。
 

 　
②
　
ツ
ー
プ
ラ
ト
ン
方
式
 

あ
る
一
定
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
上
で
、

実
際
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
モ
デ
ル
的
に
行
い
、

課
題
把
握
し
、
今
後
の
方
向
性
を
探
り
な
が

ら
、
全
体
の
ス
キ
ー
ム
を
段
階
的
に
創
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
 

例
え
ば
、
資
機
材
に
つ
い
て
は
発
生
（
供

給
）
主
義
を
、
人
材
に
つ
い
て
は
リ
ク
エ
ス

ト
（
事
前
登
録
）
方
式
を
採
り
入
れ
る
な
ど
、

個
別
案
件
に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ツ
ー
プ

ラ
ト
ン
（
併
用
）
方
式
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
　
③
　
会
員
制
の
採
用
 

最
初
は
、
試
行
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
つ
い
て
、

コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
登
録
（
地
域
づ
く
り
活
動
情

報
シ
ス
テ
ム
）
を
加
入
要
件
と
し
て
会
員
制

を
採
用
す
る
な
ど
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
活

用
と
併
存
を
通
じ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
信

頼
性
と
事
務
の
効
率
性
を
高
め
、
„
小
さ
く

産
ん
で
大
き
く
育
て
る
“
を
基
本
目
標
と
し

て
運
営
し
ま
す
。
 

  ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
神
戸
市
内

の
企
業
か
ら
、
事
務
機
器
（
事
務
机
 
16
／

椅
子
 
11
／
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
 
6
／
更
衣
ロ

ッ
カ
ー
 
１
　
計
34
点
）
の
提
供
が
あ
り
、

８
月
２
日
に
第
1
号
の
内
覧
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

当
日
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、

物
品
の
運
搬
と
保
管
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
N
P
O
法
人
　
神
戸
西
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
理
事
長
　
在
里
　
俊
一
‥
神
戸

市
須
磨
区
西
落
合
）
の
敷
地
を
お
借
り
し
、

７
団
体
（
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
５
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
 
２
）
と
の
間
で
、
７
割

を
超
え
る
物
品
（
73
・
5
％
‥ 
25
／
34
）
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
ま
し
た
。
 

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
引
き
取
り

手
数
料
も
設
け
た
た
め
不
安
を
抱
い
て
い
ま

し
た
が
、
結
果
を
み
る
限
り
、
そ
の
後
の
引

き
合
い
（
97
％
‥ 
33
／
34
）
も
あ
り
、

1
0
0
％
近
い
マ
ッ
チ
ン
グ
率
を
示
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
、
非
常
に

ニ
ー
ズ
の
高
い
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
、
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り

の
手
間
と
労
力
を
費
や
し
た
こ
と
が
反
省
点

と
し
て
残
り
、
こ
れ
を
今
後
の
教
訓
と
し
て

生
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
（
継
続
性
）

と
効
率
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
と
く
に
提
供
資
機
材
の
種
類
が
多
様

化
す
る
と
、
保
管
や
整
備
に
問
題
が
生
じ
る

こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

  
　
今
回
は
、
資
機
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
社
員
や
ス
タ
ッ
フ

の
人
材
交
流
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な

ど
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
ね
、
試
行
的
運

用
と
検
証
を
通
し
て
、
全
体
ス
キ
ー
ム
を
段

階
的
に
固
め
、
近
い
将
来
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
思
い
を
橋
渡
し
し
、
„
人

と
人
“
„
組
織
と
組
織
“
を
つ
な
ぎ
、
広
く

市
民
発
の
„
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
協
働
“

を
促
す
交
流
の
場
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一
か
ら
と
も
に
創
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
を

多
く
募
り
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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今
後
の
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ス
テ
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【香美町】 
今回は 

ボ
ラ
セ
ン
の
取
り
組
み
 

紹
介
し
ま
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災
害
が
起
き
る
前
か
ら
・
・
・
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5

　
9
月
3
日
（
日
）
に
、
香
住
福
祉
村
や
す
ら

ぎ
の
森
（
美
方
郡
香
美
町
）
で
行
わ
れ
た
兵
庫

県
合
同
防
災
訓
練
に
香
美
町
社
協
が
参
加
し
、

„
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
“
（
以
下
、

災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
立
ち
上
げ
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
 

　
訓
練
に
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
豊
岡
市
社
協
、

但
馬
県
民
局
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ

ザ
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
な
ど
か
ら
約
7
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

 　
　
福
祉
救
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

 　
訓
練
で
は
、
震
度
6
強
の
地
震
に
と
も
な
う

家
屋
倒
壊
と
火
災
発
生
を
想
定
し
、
ま
ず
災
害

Ｖ
Ｃ
の
開
設
、
つ
い
で
住
民
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
要
請
の
受
け
付
け
と
順
調
に
救
援
体

制
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
山
間
部
の
多
い
地

域
な
の
で
、
道
路
や
通
信
網
の
途
絶
に
備
え
て

無
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を
組
み
込
ん
だ
内

容
が
印
象
的
で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
窓

口
に
地
元
住
民
や
神
戸
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
列
が
で
き
る
な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
訓
練
に

社
協
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も
真
剣
で
し
た
。
参
加

住
民
か
ら
、
「
実
際
の
災
害
で
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
る
い
い
機
会
だ
っ
た
」
と
の
声

も
聞
こ
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
立
ち
上
げ
訓
練
と
併
行
し
て

社
協
内
に
設
置
さ
れ
た
福
祉
救
援
対
策
本
部

で
は
、
ケ
ア
付
避
難
所
の
開
設
や
、
在
宅
被

災
者
生
活
支
援
業
務
部
門
に
よ
る
高
齢
者
安

否
確
認
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
同
行
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

住
民
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
地
域
の
高
齢
者

や
地
区
長
の
自
宅
を
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
ス
ム
ー
ズ
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
柔
軟
な
対
応
 

 　
訓
練
後
の
反
省
会
で
は
、
支
援
打
ち
切
り

の
判
断
基
準
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
直
面
し
た
問
題
が
報
告

さ
れ
、
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
把
握
の
場
面
で
も
、
災
害
V
C
運
営

に
当
た
る
関
係
者
が
的
確
な
情
報
収
集
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
現
場

か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
共
有
で
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
N
P
O
や
行
政
、
住
民
な
ど
と
協

働
し
て
運
営
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
と
専
門

性
を
生
か
し
て
被
災
地
で
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
見
も
、
さ
ら

に
検
討
す
べ
き
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
災
害
V
C
運
営
の

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
的
確
な
ニ
ー
ズ
把

握
に
も
と
づ
く
柔
軟
な
対
応
」
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
」
、
「
ニ

ー
ズ
把
握
な
ど
で
の
行
政
と
の
連
携
の
重
要

性
」
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 　
　
平
常
時
の
活
動
と
の
つ
な
が
り
 

　
 

　
地
域
の
福
祉
力
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ワ
ー
ク
の
延
長
線
と
し
て
、
社
協
が
災
害

Ｖ
Ｃ
を
運
営
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
災
害

時
に
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
が
重
要
で
す
が
、
平
常
時
に
は
、
小
地
域

福
祉
活
動
な
ど
住
民
相
互
の
見
守
り
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
香
美
町
香
住
支
所

に
お
い
て
は
、
日
ご

ろ
か
ら
小
地
域
福
祉

活
動
が
活
発
で
、
災

害
時
に
も
住
民
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
 

 
香
美
町
社
協
で
は
、

こ
の
訓
練
で
の
成
果

と
課
題
を
反
映
し
た

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

年
度
内
に
策
定
す
る

予
定
で
す
。
 

 

●
受
付
を
待
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、プ
ラ
ザ
が
展
開
す
る
多
彩
な
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
団
体
と
そ
の
事
業
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
号
で
は
、前
号
に
引
き
続
き
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
団
体
に
対
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
助
成
」
に
採
択
さ
れ
た
尼
崎
市
の
2
団
体
か
ら
、事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。 

        生
き
て
い
く
上
で
食
生
活
の
重
要
性
は
高
く
、
高
齢
者

に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。
現
状
で
は
高
齢
者
の
ひ
と

り
暮
ら
し
や
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
食
生
活
は
十
分
と
い
え

ず
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
等
地
域

福
祉
に
関
わ
る
人
達
か
ら
、
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス
へ
の

要
望
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
 

1
9
9
4
年
に
阪
神
医
療
生
協
組
合
員
く
ら
し
の
助
け

合
い
「
愛
逢
く
ら
ぶ
」
と
し
て
発
足
し
、
10
年
間
の
活
動

を
経
て
法
人
格
を
取
得
し
た
N
P
O
法
人
愛
逢
は
、
今
回
、

週
3
日
行
っ
て
い
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
夕
食
）
を
、
こ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
機
に
毎
日
型
（
月
〜
土
）
へ
と
拡
大

し
ま
し
た
。
 

旬
の
物
を
取
り
入
れ
、
冷
凍
食
品
を
一
切
使
用
せ
ず
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
見
た
目
も
美
し
い
も
の
で
あ
る

よ
う
心
が
け
、
キ
ザ
ミ
食
、
お
か
ゆ
、
ご
飯
の
多
少
な
ど

出
来
る
限
り
要
望
に
応
え
、
保
温
容
器
で
温
か
い
状
態
の

お
弁
当
を
利
用
者
宅
に
届
け
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
こ
の
事
業
は
当
法
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

あ
る
『
地
域
の
担
い
手
を
育
て
る
』
と
い
う
観
点
に
お
い

て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
ど
な
た
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。
特
に
、
こ
の
活
動
が
定
年
後
の
男
性
の

社
会
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
例
を
数
多
く
み
て
き
ま

し
た
。
 

「
こ
ん
に
ち
は
お
元
気
で
す
か
、
お
弁
当
で
す
。
」
「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。
」
こ
の
短
い
会
話
が
お
互
い
の
心
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、

明
日
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
励
み
に
な
り
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
安
否
確
認
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り

が
社
会
の
担
い
手
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
活
動
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
介
護
系
N
P
O
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
助
け
合
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

                      私
達
は
『
障
が
い
が
あ
っ
て
も
　
自
由
に
　
楽
し
く
　

自
分
ら
し
く
生
き
た
い
』
を
団
体
の
テ
ー
マ
に
1
9
9
9

年
10
月
に
障
害
者
作
業
所
を
尼
崎
市
に
設
立
し
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
6
月
に
N
P
O
法
人
格
を
取
得
し
、2
0
0
3

年
4
月
か
ら
は
障
害
者
支
援
費
制
度
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
も
障
害
児
（
者
）
と
言
わ
れ
る

方
々
の
生
活
を
支
援
す
る
為
の
訪
問
介
護
と
、
社
会
参
加

を
支
援
す
る
外
出
介
護
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

3
年
前
の
団
体
内
の
会
議
で
、
地
域
の
人
達
と
障
害
者

が
共
に
生
き
生
き
と
働
き
交
流
出
来
る
「
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

レ
ス
ト
ラ
ン
（
以
下
コ
ミ
レ
ス
）
」
を
作
り
た
い
と
い
う

夢
を
私
達
は
持
ち
ま
し
た
。
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
素
人
で
あ
り
な
が
ら
プ
ロ
顔
負
け
の
技
術
や
情
報
を

も
っ
た
「
達
人
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
人
材
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
彼
ら
は
貴
重
な
街
の
財
産
で
あ
り
、
そ
の
能
力

を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な

地
域
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
そ
ん
な
「
達
人
市
民
」
た
ち

に
「
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
」
と
い
う
形
で
自
己
実
現
の
場
を

提
供
し
、
得
意
な
能
力
を
持
ち
寄
っ
て
運
営
す
る
「
コ
ミ

レ
ス
」
を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

今
回
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
助
成
金
を
受
け
て
6
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
、
地
域
課
題
の
解
決
の

手
法
を
学
び
、
1
月
下
旬
に
は
5
日
間
の
市
民
活
動
カ
フ

ェ
を
開
店
し
ま
し
た
。
7
月
に
も
コ
ミ
レ
ス
講
座
を
開
催

し
、
登
録
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
12
月
に
は
念
願
の
コ

ミ
レ
ス
の
開
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

6

ク
ロ
ー
ズ  

　
　 

ア
ッ
プ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
助
成
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
愛
逢
 

現
在
週
3
日
の
配
食
サ
ー
ビ
ス（
夕
食
）
を 

毎
日
型
（
月
〜
土
）に
拡
大
す
る 

小
規
模
多
機
能
な 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
立 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
 

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
 



地
域
に
と
け
こ
む
高
校
生
パ
ワ
ー
 

た
つ
の
市
皮
革
組
合
 

高
校
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

Vol.14

高 校 生  と 地場産業者 の いい関係 

AA
私
た
ち
は
加
工
業
者
に
出
荷
す
る
皮
革
の
一
部
分
を
確
認
用
に

切
り
取
り
保
存
し
て
い
ま
す
。
見
本
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
皮

を
、無
償
提
供
し
て
い
ま
す
。
素
材
提
供
だ
け
で
な
く
、取
り
扱
い
か
ら

加
工
技
術
等
、龍
野
に
暮
ら
す
プ
ロ
の
技
術
者
を
紹
介
し
、製
作
工
程
に

お
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
か
ら
、皮
革
の
授
業
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、生
徒
た
ち
の

関
心
の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
 

 

こ
の
取
り
組
み
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は 

何
で
す
か
？ 

Ｑ Ｑ A
高
校
生
や
若
い
世
代
が
、地
域
の
特
産
品
や
故
郷
に
愛
着
を
も
っ
て

過
ご
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
龍
野
・
姫
路
の
製
革
業
は
技
術
力
も

高
く
、全
国
シ
ェ
ア
７０
％
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、素
材
産
業
ゆ
え
に
、そ

う
め
ん
や
醤
油
に
比
べ
一
般
的
に
地
場
産
業
と
し
て
の
認
知
度
の
低
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
取
り
組
み
で
、今
ま
で
皮
革
に
関
心
の
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
が
、皮
革

の
よ
さ
を
感
じ
、も
の
づ
く
り
の
魅
力
や
地
場
産
業
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
も
、地
域
に
と
っ
て
も
心

強
く
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

高
校
生
と
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て 

変
化
し
た
こ
と
は
？ 

Ｑ 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
使
う
皮
革
は
、高
校
生
か
ら
の
デ
ザ
イ
ン
画

を
も
と
に
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
て
提
供
を
決
め
ま
す
。
革

の
色
あ
い
か
ら
厚
み
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
し
ま
す
。
結
果
、よ
り

デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
た
め
に
特
注
品
を
作
り
提
供
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。こ
の
高
校
生
と
の
や
り
と
り
か
ら
新
し
い
質
感
や
配
色
の

皮
革
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
の
感
覚
に
な
い
新
鮮
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、刺
激
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

兵庫県立龍野実業高等学校 
デザイン科 
〒679-4171 
たつの市龍野町北龍野268番地1 
TEL　0791-62-1181

　
 
県
立
龍
野
実
業
高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
科
 

2日間で4公演し、2,000人の観客を 
動員したショー。（H17） 

県
内
各
地
の
教
育
現
場
で
、学
生
達
の
発
想
や
授

業
で
学
ん
だ
技
術
を
活
か
し
て
、地
域
に
貢
献
す
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

●
高
校
生
が
実
施
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
 

龍
野
実
業
高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、学
習
成

果
の
発
表
の
場
と
し
て
、１
年
生
か
ら
３
年
生
の
有
志

８０
名
が
約
半
年
を
か
け
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
衣

装
デ
ザ
イ
ン
、製
作
、

シ
ョ
ー
本
番
ま
で
の

全
て
を
企
画
、実
施

し
て
い
ま
す
。
 

従
来
、校
内
で
行

っ
て
い
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
、平
成

１４
年
に
た
つ
の
市

龍
野
地
区
の
歴
史

的
景
観
保
存
地
区

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
う
す
く
ち
醤
油
資
料
館
前
ビ
ル
」
で
行
っ
た

と
こ
ろ
、市
民
の
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
以
来
、高
校

生
と
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
校
外
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
平
成
１６
年
に
は
、地
場
産
業
の
皮
革
組
合
と
の

連
携
に
よ
り
、価
格
の
問
題
で
難
し
か
っ
た
皮
革
を
使

っ
た
衣
装
製
作
も
実
現
し
、デ
ザ
イ
ン
の
幅
も
広
が
り
、

地
域
色
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
契
機
に
、シ
ョ
ー
と
組
合
の
即
売
会
の
皮
革

ま
つ
り
を
合
同
開
催
し
、今
ま
で
の
５
倍
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
、地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、地
産
地
消
の
機
運
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
 

 
● 

き
っ
か
け
は
自
分
達
の
や
り
た
い
こ
と
か
ら
 

注
目
す
べ
き
は
、高
校
生
が
各
自
の
得
意
分
野
で
地

域
と
関
わ
り
、主
体
的
に
活
動
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
 

シ
ョ
ー
の
実
現
に
む
け
て
大
人
達
と
の
交
渉
な
ど

も
貴
重
な
社
会
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、自
分

達
に
足
り
な
い
技
術
は
、地
元
の
職
人
な
ど
に
協
力

を
得
て
行
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
彼
ら
は
、大
人
達
の
技

量
の
高
さ
を
実
感
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
 

 ● 

高
校
生
が
縁
で
広
が
る
ま
ち
づ
く
り 

　
龍
野
地
区
は
、平
成
2
年
に
景
観
形
成
地
区（
県
条

例
）の
指
定
を
う
け
て
か
ら
１６
年
間
、行
政
や
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
多
く
の
住
民
団
体
が
町
並
み
保
存

や
活
用
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
町
並
み
を
活
か
し
た
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の„
町
じ
ゅ
う

美
術
館
“で
は
、高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連

携
し
、町
内
２３
店
舗
で
作
品
展
示
や
体
験
教
室
を
４

日
間
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
地
域
か
ら
は
、„
つ
い「
今
の
若
い
子
は
」
と
い
う
が
、

外
見
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
良
く
な
い
と
分
か
っ
た
。
“

な
ど
高
校
生
の
地
元
で
の
評
判
も
上
々
、顔
の
見
え

る
関
係
が
広
が
り
ま
し
た
。
 

　
他
に
も
小
学
校
、大
学
と
連
携
し
商
店
街
の
賑
わ

い
づ
く
り
も
行
っ
て
お
り
、高
校
生
が
潤
滑
油
と
な
り
、

地
域
は
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

　
今
や
高
校
生
パ
ワ
ー
は
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 

皮革のプロから取り扱いを教わっている様子 

（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
鎌
田
　
有
子
） 
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コラボネット コラボネット コラボネット 

オ
レ
ン
ジ
色
の
み
み
ず
く
隊
 

Vol.14

浜町メンズクラブ 
 

毎
週
一
回
夜
、
„
み
み
ず
く
“
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
た
男
性
グ
ル
ー
プ
が
、
浜
町
の
街
角
に

現
れ
ま
す
。
平
成
１５
年
に
結
成
さ
れ
た
自

主
防
犯
グ
ル
ー
プ
「
浜
町
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
夜
回
り
パ
ト
ロ
ー
ル
で

す
。
 

当
時
、
浜
町
周
辺
で
は
ひ
っ
た
く
り
、

車
上
狙
い
、
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
が
増
え
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自

治
会
役
員
６０
数
名
の
う
ち
男
性
は
2
、
3

名
。
そ
こ
で
、
危
険
を
伴
な
う
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
防
犯
活
動
に
、
自
治
会
役
員
の

夫
や
老
人
会
、
子
ど
も
会
の
お
父
さ
ん
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
男
性
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
 

 

日
常
の
防
犯
意
識 

　
現
在
、
浜
町
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
登
下
校
時
の
安
全

指
導
と
あ
い
さ
つ
運
動
、
『
浜
町
安
全
ニ

ュ
ー
ス
』
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
犯
罪
情
報
の
提
供
な
ど
の
活
動
を
４２
名

の
男
性
が
行
っ
て
い
ま
す
。
 

「
無
理
を
せ
ず
、
み
ん
な
で
楽
し
く
、
自

分
で
や
れ
る
こ
と
を
毎
日
や
ろ
う
。
」
を

活
動
の
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
時

間
、
で
き
る
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
す
る
時
間
だ
け
で

な
く
、
メ
ン
バ
ー
が
ふ
だ
ん
街
を
歩
く
時

に
、
空
き
地
や
駐
車
場
に
不
審
者
が
い
な

い
か
、
街
灯
切
れ
が
な
い
か
な
ど
の
チ
ェ

ッ
ク
を
心
が
け
る
と
い
っ
た
、
日
頃
か
ら

防
犯
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
地
域
の
安
心
・

安
全
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

地
域
の
中
で
生
き
る 

　
活
動
を
進
め
る
う
ち
に
変
わ
っ
て
き
た
も

の
は
、
地
域
の
安
全
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
ど
も
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
頼

り
に
さ
れ
、
感
謝
さ
れ
る
喜
び
を
知
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
生
き
生
き
と
し
は
じ
め
た
の
で
す
。
 

　
職
場
と
家
し
か
知
ら
な
か
っ
た
人
や
リ
タ

イ
ア
し
て
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
人
が
、

„
地
域
の
中
で
生
き
て
い
る
“
こ
と
を
再
確
認
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
以
外
で
も
行
動
的

に
な
っ
た
男
性
た
ち
は
、
家
庭
内
で
の
地
位

も
ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
。
 

 　
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
て
地
域
全
体
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
れ
ば
、
犯
罪
の

起
こ
り
に
く
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
安
心
･

安
全
な
町
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

　
浜
町
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
分
た
ち
の

活
動
の
設
立
経
緯
や
体
験
談
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  

Add.1

多
彩
な
人
材
を
擁
し
て
シ
ニ
ア
世
代
を
応
援
 

Vol.14
兵
庫
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
協
議
会
（
明
石
市
）
 

浜
町
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
芦
屋
市
）
 

Add.2

老々支援実践講座 

安全指導とあいさつ運動 
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問い合せ先 
〒659-0025　芦屋市浜町7-3　細谷 豊司 
TEL 0797-22-3515　FAX 0797-22-3782 
URL　http://www.cyounaikai.com/6590025/

（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
） 

（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　
村
　
有
子
） 

兵庫県健康生きがいづくり協議会 
〒674-0067 
明石市大久保町大久保306-1103 
兵庫県健康生きがいづくり協議会 
TEL　078-935-7073   
FAX　078-935-7917 
URL　http://kenkou-kyougikai.seesaa.net/

„
会
社
人
間
か
ら
社
会
人
間
へ
“。
団
塊

の
世
代
が
地
域
に
ど
う
参
加
し
て
い
く
か

が
2
0
0
7
年
問
題
と
し
て
関
心
を
集
め

て
い
ま
す
。
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
、団
塊

の
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
ん
な„
中
高
年
者
の
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
“の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、兵
庫
県
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

協
議
会
（
以
下
、協
議
会
）で
す
。
 

協
議
会
は
、（
財
）
健
康
・
生
き
が
い
開
発

財
団
の
認
定
を
受
け
た
健
康
生
き
が
い
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
有
志
に
よ
り
平
成
7

年
１１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
 

 発
足
当
初
は
仮
設
住
宅
の
住
民
を
対
象

に
、「
健
康
・
生
き
が
い
・
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り
入
れ
た
被
災

者
の
交
流
の
場
は
、い
つ
も
笑
い
に
満
ち
て

い
た
こ
と
が
、
今
で
も
会
員
の
印
象
に
強

く
刻
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

現
在
は
、県
内
各
地
の
施
設
や
企
業
・
団

体
な
ど
で
活
動
し
て
お
り
、
６０
〜
７０
歳
代

の
シ
ニ
ア
層
に
対
す
る
健
康
保
持
と
生
き

が
い
探
し
の
実
践
講
座
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
活
動
、
認
知
症
予
防
啓
発
、
転
倒

予
防
体
操
、
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
支
援

が
で
き
る
人
材
の
養
成
な
ど
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、会
員
手
づ
く
り
に
よ
る
コ
ン
ト
劇

『
ぼ
け
た
ら
あ
か
ん
』
や
『
だ
ま
さ
れ
た
ら

ア
カ
ン
』
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
は
、
県

外
か
ら
も
上
演
依
頼
が
あ
る
ほ
ど
好
評
で

す
。
 

最
近
で
は
、
子
ど
も
の
遊
び
の
研
究
が
専

門
の
会
員
を
中
心
に
、子
育
て
支
援
の
活
動

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

 「
団
塊
の
世
代
は
新
し
い
地
域
の
社
会
資

源
で
す
。
こ
の
人
た

ち
の
活
躍
の
場
を

ど
う
作
っ
て
い
く
か

が
、こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」（
佐

野
会
長
）
。
 

兵
庫
県
健
康
生

き
が
い
づ
く
り
協

議
会
の
出
番
は
ま

す
ま
す
多
く
な
り

そ
う
で
す
。
 

 



やってみよう☆情報発信  コラボネット 

アクティブ・8
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地域づ
くり活動情報システム

コラボネット コラボネット コラボネット 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」 

♪紹介します！私たちの地域づくり活動♪ 

県内の「地域づくり活動」に関する情報を、インターネットを通じて広く発信し、情報の共有化、さら
には団体相互の連携、交流のきっかけづくりを支援することを目的とした情報システムです。コラボネ
ットを利用して情報発信を希望される方は、ID（活動団体番号）とパスワードを発行しますのでプラザ
までお問い合わせ下さい。 
TEL 078-360-8845　FAX 078-360-8848　コラボネット専用E-mail  info@hyogo-vplaza.jp

　ひょうごボランタリープラザでは、子育てや高齢者の支援、緑化活動、交流行事などのボランタリーな活動を、『地域づくり活
動システム～コラボネット～』で発信しています。 
　今回は、コラボネットからたくさんのイベント情報を発信している「アクティブ・8」をご紹介します！ 

　自分たちでホームページを管理し、運用するのは大変なので、広報のツールとして便利なコラボネットを自分たちのホーム
ページとしてイベント案内の広報など、情報の発信場所として使っています。また、他のホームページから、コラボネットのイベ
ント情報をリンクして、相互に活用しています。 

エイト 

★コラボネットをどのように使っていますか？ 

　色鉛筆で描く仏画の絵画展や、音楽のコンサート、社交ダンスなどたくさんのイベ
ントの広報を行っています。事務所のある長田区の清涼山地蔵院内にはグランドピア
ノを常設し（写真）、コンサートの場所にも使っていただけます。企業からもイベント
の要請があり、地域の活性化、芸術文化の普及の寄与に努めています。地域に新しい
人が入ることの出来る環境を作るために、これからも多様なイベント、講演会などを企
画し、みなさんがホッとできる空間を作っていきたいと思います。 

　他のホームページとコラボネットをリンクすることによって、さらにたくさんの人たちに活
動をPRすることができますね。もちろんイベントの広報だけでなく、アクティブ・8のように
活動スペースを提供されている場合、「場所」など支援の情報を登録することもできますよ！
詳細は下記までお問合せ下さい！ 

★広報されているイベントについて教えて下さい 

 

【神戸市長田区】 
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「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」 

 
今
回
は
、
前
回
少
し
だ
け
お
話
し
し
た
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
・
カ
ー
ド
（
以
下

B
S
C
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

B
S
C
と
は
、
組
織
の
将
来
構
想
や
使
命
な
ど
を
「
画
に
描
い
た
餅
」
に
終
わ

ら
せ
ず
着
実
に
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
の
手
法
で
す
。
そ
こ
で
は
、
最
終
目
標
の

達
成
の
た
め
に
、
「
財
務
の
視
点
」
、
「
顧
客
の
視
点
」
、
「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

視
点
」
、
「
学
習
と
成
長
の
視
点
」
と
い
っ
た
４
つ
の
視
点
か
ら
日
々
の
活
動
目

標
値
を
設
定
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
能
力
向
上

目
標
の
達
成
（
学
習
と
成
長
の
視
点
）
が
、
仕
事
や
活
動
目
標
の
効
率
的
な
達
成

に
つ
な
が
り
（
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
お
年
寄
り
や
障
が
い

者
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
の
満
足
度
目
標
が
達
成
さ
れ
（
顧
客
の
視
点
）
、

最
終
的
に
は
、
料
金
収
入
の
増
加
、
社
会
的
意
義
を
評
価
す
る
行
政
か
ら
の
業
務

の
受
託
、
企
業
や
地
域
住
民
か
ら
の
寄
付
の
増
加
と
い

う
効
果
（
財
務
の
視
点
）
に
結
実
し
、
組
織
の
将
来
構

想
や
使
命
の
実
現
に
結
び
つ
く
わ
け
で
す
。
 

将
来
構
想
や
使
命
と
は
、
組
織
の
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
や
社
会
的
存
在
意
義
を
示
し
た
最
終
目
標
で
す
か
ら
、

B
S
C
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
組
織
メ
ン
バ
ー
が
最
終

目
標
を
常
に
意
識
・
共
有
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
日
々

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
癖
を

メ
ン
バ
ー
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
B
S
C
は
組
織
の
未
来
に
向
け
て
日
々
の

仕
事
や
活
動
を
方
向
付
け
て
、
実
行
す
る
ツ
ー
ル
な
の

で
す
。
B
S
C
を
活
用
し
て
、
貴
方
の
組
織
の
未
来
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
B
S
C
を
導
入
し
て
い
る

N
P
O
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
次
回
は
こ
の
手

法
を
導
入
し
て
「
考
え
る
組
織
」
を
実
践
し
て
い
る

N
P
O
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

  

兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
教
授
　
當
間
　
克
雄 

 

 

 



プ ラ ザ 通 信 

P
L A Z AH

Y O G
O V

O L U N T A R Y

NPOについての社会的な認知度と信用を高めることを目的として、NPO団体の積
極的な情報公開と、広報・普及啓発活動の促進、組織としてのマネジメント能力の強化
などを図るため、次の5項目のうち3項目以上を達成した団体に対して助成します。 

　ひょうごボランタリー基金へのご寄付、
ありがとうございました。 
　皆様からいただいたご厚志については、
ボランタリー活動支援や友愛事業に活用
させていただいています。 
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（株）アオノリゾート 

三宮センター街1丁目商店街振興組合 

三宮センター街2丁目商店街振興組合 

三宮センター街3丁目商店街振興組合 

兵庫県茶道協会 

 

 

 

（株）関西スーパーマーケット 

幸せを分つ会 
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、 

寄付をいただきました。 
（平成18年4月～9月） 

ボランタリー活動支援事業へ 
寄付いただいた団体・個人 

（五十音順・敬称略） 

友愛事業へ寄付いただいた 
団体・個人（五十音順・敬称略） 

①　ITの活用による情報公開 

②　定期的な機関紙、情報紙の発行 

③　セミナー・講演会等の開催による団体ミッションの普及啓発 

④　役職員のスキルアップのための研修会等への参加 

⑤　団体のマネジメント能力向上のための体制整備 

平成18年10月16日（月）～12月27日（水） 

1項目5万円（各項目1回限り） 

 

 

 

 

 

募 集 期 間  

助 成 金 額  

●開催内容 
 ボランティア・市民活動元気アップアワード　あいめっせホール 

 　プレゼンテーション　10:00～12:00　　審査発表　17:10～17:40 

　県内のボランティア・市民活動団体の優秀な企画や素晴らしい活動に対して賞（賞金）を贈ります。今年のグランプリはどの団体に！  

 ひょうごボランティア・市民活動フォーラム　あいめっせホール　13:20～17:10 

 　～「コミュニティ再生」はみんなの力で　～ 

　今年のテーマは「コミュニティ再生」です。地域課題の解決のためには、地域コミュニティの再生を図ることが大切です。 

地域に存在する様々な課題をテーマに話し合いながら、コミュニティの再生や地域課題解決への糸口について 

皆さんで考えてみませんか？ 

 地域活動パネル展　1階アトリウム　10:00～17:00 

　1月20日（土）～2月1日（木）にかけて、県内各地の地域活動・ボランティア活動の取り組みのパネル展を開催します。 

●お問い合わせ先 
ひょうごボランタリープラザ（担当：高橋） 

TEL：078－360－8845　FAX：078－360－8848 

http://www.hyogo-vplaza.jp　E-mail:vplaza@hyogo-wel.or.jp 

 

兵庫県内で行われているＮＰＯ活動の継続、さらなる発展の応援を目的として、貸付事業
の2次募集を行います。詳細はプラザまでお問い合わせください。 

平成19年1月28日（日）10：00～17：40 
イーグレひめじ（JR・山陽姫路駅　北に徒歩15分） 

●と　　き 
●ば し ょ  

阪神・淡路大震災を契機に盛り上がったボランタリー活動を定着させ、さらに広げていくために、地域・分野・セクターを越え
て、交流・情報交換を図ることを目的に開催します。 

貸 付 額 は  

募 集 期 間  

利 率 は  

返済期間・方法は 

連 帯 保 証 人  

申 込 ができる  
団 体 は  

平成18年10月10日（火）～11月24日（金） 

兵庫県内に主たる事務所を置いており、１年以上継続して県内で活動している
ＮＰＯ法人又はＮＰＯ法人に準ずる団体 

50万円以上300万円以下 

年1.75％（1次募集と利率変更） 

5年以内（うち6ヶ月以内据置可能） 元利均等月賦方式による返済 

貸付希望団体の代表者のほか、2人以上必要 

※貸付希望金額が50万円で、委託金もしくは補助金等の交付が確定し
ており、かつ、これらが支払われるまでのつなぎ資金として借り入
れする場合は、書類による審査で決定します。 

NPOパワーアップ事業助成 NPOパワーアップ事業助成 NPOパワーアップ事業助成 

NPO活動応援貸付　2次募集のご案内 NPO活動応援貸付　2次募集のご案内 NPO活動応援貸付　2次募集のご案内 


